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(57)【要約】
【課題】
本発明は、机と書棚を組み合わせて使用する組み合わせ
デスクに係り、詳しくは、使い勝手に応じてデスクと書
棚を様々な体系に組み合わせ方を可能とする組み合せデ
スク装置に関するものであり、簡単な構成で、かつ容易
な作業で、使い勝手に応じてデスクと書棚を様々な体系
に組み合わせ方が可能とする組合せデスク装置を提供す
ることを課題とするものである。
【解決手段】
組み合わせデスクにおいて、書棚に大収納部と小収納部
を設定し、小収納部を、平面視で一辺を書棚の奥行き寸
法より小さく設定した略正方形を成すとともに、小収納
部の４辺のうち１辺を開口部とし、小収納部の開口部を
、書棚の正面を向く第１の体系と、開口部が書棚の外側
面を向く第２の体系で選択可能とし、天板と底板を大収
納部と小収納部で共用にする。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一対の脚体の上部に天板を設けて構成される机と、机の間口寸法と略等しい間
口寸法に設定された書棚とで構成された組み合わせデスクにおいて、書棚は、間口方向で
左右に並ぶ大収納部と小収納部を有し、大収納部は、平面視で、間口方向に長尺な長方形
を成すとともに長方形の長辺のうち一辺側を収納部の出し入れ口とする開口部とし、小収
納部は、平面視で略正方形を成すとともに、該略正方形を成す４辺のうち１辺側を収納部
の出し入れ口とする開口部とし、該小収納部の開口部を、開口部が書棚の正面を向く第１
の体系と、開口部が書棚の外側面を向く第２の体系で選択可能としたことを特徴とする組
み合わせデスク。
【請求項２】
大収納部と小収納部は、ぞれぞれ、一対の側板と、一対の側板間に架設される背板と、側
板の上面に載置、連結する天板と、側板下面が載置、連結する底板で構成し、かつ、側板
、背板、天板、底板は着脱自在に連結され、天板と底板を大収納部と小収納部で共用とし
たことを特徴とする請求項１に記載の組み合わせデスク。
【請求項３】
大収納部を形成する一対の側板と、小収納部を形成する一対の側板は、全て同一形状に形
成されていることを特徴とする請求項１、あるいは、請求項２に記載の組み合わせデスク
。
【請求項４】
大収納部を形成する一対の側板と、小収納部を形成する一対の側板には、一対の側板間に
棚板を上下調整可能に架設するための棚受け取り付け用の孔が上下に複数個所設けられ、
側板は、上下反転しても使用可能なように上下方向で対称に形成されていることを特徴と
する請求項１、あるいは、請求項２、あるいは、請求項３に記載の組み合わせデスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、机と書棚を組み合わせて使用する組み合わせデスクに係り、詳しくは、使い勝
手に応じてデスクと書棚を様々な体系に組み合わせ方を可能とする組み合せデスク装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、家庭等の勉強部屋や書斎等の執務空間で使用される机において、学習効率の向上や
、使い勝手の向上を目的として、学習に使用する書籍、参考書、教科書等を整理収納して
おく書棚が、机に近接して置かれる場合がある。
そのため、机と書棚を独立させ、机の後方に書棚を配置する体系や、机の側方に書棚を配
置し、L字状に配置した体系に机と書棚を組み合わせる組み合わせデスクが従前よりある
。
【０００３】
しかしながら、書棚をデスクの側面に書棚の長手方向がデスクと直行するようにL字状に
配置した体系では、書棚の取り出し開口がデスクの使用時に配置されるイスの方向を向い
ているので、イスが邪魔になり書棚が使用しにくいことがある（例えば特許文献１）。
また、書棚の出し入れ口方向が一定のため、室内での組み合わせデスクの配置方法が限定
されることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５５３１４５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
本願発明は、このような問題に鑑み、簡単な構成で、かつ容易な作業で、使い勝手に応じ
てデスクと書棚を様々な体系に組み合わせ方が可能とする組合せデスク装置を提供するこ
とを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
そこで、上記課題を解決する為、本発明が第１の手段として構成したところは、少なくと
も一対の脚体の上部に天板を設けて構成される机と、机の間口寸法と略等しい間口寸法に
設定された書棚とで構成された組み合わせデスクにおいて、書棚は、間口方向で左右に並
ぶ大収納部と小収納部を有し、大収納部は、平面視で、間口方向に長尺な長方形を成すと
ともに長方形の長辺のうち一辺側を収納部の出し入れ口とする開口部とし、小収納部は、
平面視で略正方形を成すとともに、該略正方形を成す４辺のうち１辺側を収納部の出し入
れ口とする開口部とし、該小収納部の開口部を、開口部が書棚の正面を向く第１の体系と
、開口部が書棚の外側面を向く第２の体系で選択可能としたものである。
【０００７】
次に上記課題を解決する為、本発明が第２の手段として構成したところは、第１の手段と
した構成に加え、大収納部と小収納部は、ぞれぞれ、一対の側板と、一対の側板間に架設
される背板と、側板の上面に載置、連結する天板と、側板下面が載置、連結する底板で構
成し、かつ、側板、背板、天板、底板は着脱自在に連結され、天板と底板を大収納部と小
収納部で共用とするものである。
【０００８】
次に上記課題を解決する為、本発明が第３の手段として構成したところは、第１の手段と
した構成、あるいは、第２の手段とした構成に加え、大収納部を形成する一対の側板と、
小収納部を形成する一対の側板は、全て同一形状とされるものである。
【０００９】
次に上記課題を解決する為、本発明が第４の手段として構成したところは、第１の手段と
した構成、あるいは、第２の手段とした構成、あるいは、第３の手段とした構成に加え、
大収納部を形成する一対の側板と、小収納部を形成する一対の側板には、一対の側板間に
棚板を上下調整可能に架設するための棚受け取り付け用の孔が上下に複数個所設けられ、
側板は、上下反転しても使用可能なように上下方向で対称に形成されているものである。
【発明の効果】
【００１０】
第１の手段として構成したところによると、小収納部の開口部を、書棚の正面を向く第１
の体系と、開口部が外側面を向く第２の体系で選択可能であるため、机と書棚の組合せパ
ターンを多彩にすることができ、組み合わせデスクを設置する部屋のレイアウトに合わせ
て、使い勝手のよい机と書棚の組み合わせが可能である。
【００１１】
第２の手段として構成したところによると、第１の手段の効果に加え、天板と底板を大収
納部と小収納部で共用しているため、部品点数を少なくできるばかりでなく、天板が一体
的に形成されるため、筆記時等に邪魔となりやすい天板のつなぎ目がないので使い勝手が
よい。
さらに、側板は、それぞれが共有する天板と底板に連結しているため、大収納部と小収納
部の隣り合う側板同士を連結する必要がないので、側板の外側面に連結孔が露呈しないの
で見栄えが良い。
【００１２】
第３の手段として構成したところによると、小収納部左側板、小収納部右側板、大収納部
左側板、大収納部右側板は同一形状のため、側板の製造過程において、同一のものを製作
するだけでよいので、製作時間が短く済みコストダウンが図れる。
また、側板が全て同一形状のため互換性があるので、書棚を組み替える場合において、側
板の種類を都度確認する必要がなく組み立て易い。
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【００１３】
第４の手段として構成したところによると、棚板を上下調整可能に架設するための棚受け
取り付け用の孔が上下に複数個所設けられた一対の側板は、上下反転しても使用可能なよ
うに上下方向で対称に形成されているため、２体用意された側板のうち一体を、上下方向
に反転することによって、２体の側板を左右対称に向かい合わせに配置することができる
。したがって、一対に配置される側板で左右勝手なく同じものを使用することができるの
で、側板の製造過程において、同一のものを製作するだけでよく、製作時間が短く済みコ
ストダウンが図れる。
また、書棚を組み替える場合において、側板の上下左右を都度確認する必要がなく組み立
て易い。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】机の右側面図。
【図２】机の正面図。
【図３】机の底面図。
【図４】組み合わせデスクの右側面図。
【図５】組み合わせデスクの正面図。
【図６】書棚の正面図。
【図７】書棚の背面図。
【図８】図６のＡ－Ａ線断面図。
【図９】図６のＢ－Ｂ線断面図。
【図１０】図６のＣ－Ｃ線断面図。
【図１１】側板の６面図。
【図１２】書棚天板と側板との連結部を示す拡大縦断面図。
【図１３】書棚天板の底面図。
【図１４】書棚底板の上面図。
【図１５】転倒防止連結金具の斜視図。
【図１６】机と書棚を転倒防止連結金具で連結した状態を示す要部部分拡大断面図。
【図１７】拡張天板を使用した状態の組み合わせデスクの右側面図。
【図１８】組み合わせデスクの他の例を示す右側面図。
【図１９】机の後方に書棚を配置した体系を示す平面図。
【図２０】机の右側方に書棚を配置した体系を示す平面図。
【図２１】机の右側方に書棚を配置した他の体系を示す平面図。
【図２２】机の左側方に書棚を配置した体系を示す平面図。
【図２３】机の左側方に書棚を配置した他の体系を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
一対の脚体の上部に天板を設けて構成される机と、机の間口寸法と略等しい間口寸法に設
定された書棚とで構成された組み合わせデスクにおいて、間口方向で左右に並ぶ大収納部
と小収納部を有した書棚の大収納部を、平面視で間口方向に長尺な長方形とし、長方形の
長辺のうち一辺を収納部の出し入れ口とする開口部とし、小収納部を、平面視で一辺を書
棚の奥行き寸法より小さく設定した略正方形とし、小収納部の４辺のうち１辺を収納部の
出し入れ口とする開口部とし、大収納部の開口部を書棚の正面を向く第１の体系と、開口
部が背面を向く第２の体系で選択可能とし、小収納部の開口部を、書棚の正面を向く第１
の体系と、開口部が外側面を向く第２の体系と、開口部が背面を向く第３の体系で選択可
能とするとともに、大収納部と小収納部を、ぞれぞれ、一対の側板と、一対の側板間に架
設される背板と、側板の上面に載置、連結する天板と、側板下面が載置、連結する底板で
構成し、かつ、側板、背板、天板、底板を着脱自在に連結し、大収納部と小収納部の天板
と底板は共用とし大収納部と小収納部の側板は、全て同一形状とし、側板に、一対の側板
間に棚板を上下調整可能に架設するための棚受け取り付け用の孔を上下に複数個所設け、
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側板を、上下反転しても使用可能なように上下方向で対称に形成する。
【実施例１】
【００１６】
第１実施例を、添付図面に基づいて詳述する。
図１、図２において、符号１は机を示し、机１は天板本体部１０と、天板本体部１０の左
右端部側に連結ネジにて連結された左右脚体２、２より構成されている。
符号２０は左右脚体２、２を連結する脚体補強材を示し、符号２００は、取り付け部材を
介して、天板本体部１０の後端に連接される拡張天板であって、天板を拡張しない場合に
は天板本体部１０の下面にネジ止め固定されている。
図４、図５において、符号３は、机１と連結可能な書棚を示している。
【００１７】
天板本体部１０は、図３に示すように、主に左右方向に長い長方形板状の天板１１と、天
板１１の左右端部のやや内側下面で、前後方向（奥行き方向）ほぼ全幅にわたって配設さ
れた左右天板側板１２、１２と、左右天板側板１２、１２間のほぼ中央部で、前後方向に
わたって配設され、左右天板側板１２、１２よりやや短い長さの天板中央支持桟１３と、
左右天板側板１２、１２の内面と、天板中央支持桟１３の外面に取り付けられる引き出し
支持用部材１４（レール部材等）を介して前後方向で出入自在とされる左右の引き出し１
６、１６で構成されている。
【００１８】
左右脚体２、２は対向した対称形に形成されているので、一方側のみ説明する。
右側脚体２は、前後に離間して配置する棒状の前支持脚２１、後支持脚２２と、前支持脚
２１、後支持脚２２の上部で、前支持脚２１と後支持脚２２を連結する上部補強材２２１
、前支持脚２１と後支持脚２２の下部で、前支持脚２１と後支持脚２２を連結する下部補
強材２１２で構成されている。
そして、左右脚体２、２は、前記左右天板側板１２、１２の側面にネジ止め固定される。
【００１９】
書棚３は、図６、図７に示すように、ベース体３１とベース体３１に立設する側板３２、
３２、３２、３２と、側板に載置する書棚天板３０と、側板間に架設される上下小背板３
３、３３、中間小背板３４、上下大背板３５、３５、中間大背板３６と、同じく側板間に
架設される小棚板３７、大棚板３８で構成されている。
【００２０】
書棚天板３０は、机の天板１１と略同じ横幅で、奥行きは、机の天板１１の奥行き寸法の
約半分程度に設定された横長長方形、すなわち、間口方向に長尺な板状に形成されている
。
そして、該書棚天板３０の上面が、机の天板１１の上面と同じ高さとなるように書棚３０
は構成されている。
【００２１】
書棚天板３０の下面には、側板３２を連結するための螺孔５０が設けられている。
螺孔５０は、後述する連結金具４０の連結ピン４０２を取り付けるものであり、側板３２
の取り付け体系に合わせて複数個設けられている。
実施例における螺孔５０は、図１３に示すように５０ａ～５０ｌまでの１２個が設けられ
、５０ａ、５０ｂ間、５０ｃ、５０ｅ間、５０ｄ、５０ｆ間、５０ｇ、５０ｈ間、５０ｉ
、５０ｊ間、５０ｋ、５０ｌ間のピッチ（図１３におけるＡ寸法）が同じ寸法にされてお
り、５０ａ、５０ｇ間、５０ｃ、５０ｄ間、５０ｂ、５０ｈ間のピッチ（図１３における
Ｂ寸法）が同じ寸法に設定されている。
【００２２】
ベース体３１は、平面視において書棚天板３０と略同じ寸法に設定される底板３１１と、
底板３１１の左右両端部の下面に配設されたベース側板３１２、３１２と、前後端部下面
で左右ベース側板３１２、３１２間に配設されたベース前板３１３、３１３より構成され
、平面視において書棚天板３０と略同じ寸法に設定される箱状に形成されている。
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【００２３】
底板３１１の上面には、側板３２を連結するための螺孔６０が設けられている。
螺孔６０は、後述する連結金具４０の連結ピン４０２を取り付けるものであり、側板３２
の取り付け体系に合わせて複数個設けられている。
実施例における螺孔６０は、図１４に示すように６０ａ～６０ｌまでの１２個が設けられ
、６０ａ、６０ｂ間、６０ｃ、６０ｅ間、６０ｄ、６０ｆ間、６０ｇ、６０ｈ間、６０ｉ
、６０ｊ間、６０ｋ、６０ｌ間のピッチ（図１３におけるＡ寸法）が同じ寸法にされてお
り、６０ａ、６０ｇ間、６０ｃ、６０ｄ間、６０ｂ、６０ｈ間のピッチ（図１４における
Ｂ寸法）が同じ寸法に設定されている。
この螺孔６０の配置は、書棚天板３０の螺孔５０の配置と同一である。
【００２４】
側板３２は、図６、９、１０に示すように、書棚天板３０の下面と底板３１１上面間に配
接される高さで、書棚天板３０と底板３１１の奥行き寸法より若干小さい奥行き寸法に設
定され、板状に形成されている。
【００２５】
側板３２は、図１１に示すように、一側面の上下部に後述する連結金具４０の締結部材４
０１、４０１が前後に間隔が開けて取り付けられており、締結部材４０１に対応して、連
結孔３２２、３２２が側板３２の上下面にそれぞれに設けられている。
さらに、締結部材４０１が取り付けられる同じ面の後部側の上下部には、連結金具４０の
連結ピン４０２が連結する螺孔３２３、３２３が設けられている。
図１４に示す符号３２１、３２１は、上下背板を架設する際の位置決めダボが打ち込まれ
る孔である。
また、螺孔３２３、３２３の上下間中間部には、連結金具４０の連結ピン４０２が連結す
る螺孔３２４、３２４が設けられている。
尚、螺孔３２３、３２４は、側板３２に埋め込まれたナット４０５によって形成される。
【００２６】
そして、締結部材４０１が取り付けられる同じ面の上下中間部に、前後方向に離間して支
持孔３２５、３２５が設けられ、さらに支持孔３２５、３２５は、上下方向にも等間隔で
複数個配置されている。
尚、支持孔３２５、３２５は、小棚板３７、あるいは大棚板３８を支持するために棚受け
３７１を取り付ける孔である。
【００２７】
このように形成された側板３２は、図１１に示す一点鎖線（ａ－ａ）を中心に上下に対称
とされ、前側の締結部材４０１と連結孔３２２の側板３２の前端からの寸法と、後側の締
結部材４０１と連結孔３２２の側板３２の後端からの寸法は同一寸法とされている。
このように側板３２を形成することによって、２体用意された側板３２、３２のうち一体
を、上下方向に反転することによって、２体の側板３２、３２左右対称に向かい合わせに
配置することができる。したがって、一対に配置される側板３２、３２で左右勝手なく同
じものを使用することができる。
【００２８】
上下小背板３３は、上下で同じものを使用するため、上部側で使用されるもののみを詳述
する。
上小背板３３は、一対に配置される側板３２、３２の上下の螺孔３２３、３２３に連結金
具４０を介して側板３２、３２間に架設されるものであって、横長板状に形成され、両端
部には、側板３２と同様に連結金具４０の締結部材４０１、４０１が取り付けられており
、両端面にも側板３２と同様に締結部材４０１に対応して連結孔が設けられている。
【００２９】
そして、上小背板３３の上面の中間部には、切り欠き３３１が設けられている。切り欠き
３３１は、机１と書棚３を連結する転倒防止連結金具７０の逃がし孔であるので転倒防止
連結金具７０を使用しない場合においては不用である。
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上小背板３３は、側板３２、３２の上下で反転して対向して配置されるため、左右方向に
対称に形成されている。
このように、上下で同じ背板を使用することにより、部材の種類が減り、部材製作時間が
短く済みコストダウンが図れ、書棚を組み替える場合において、部材を確認する手間が省
け組み立てがし易い。
【００３０】
中間小背板３４は、一対に配置される側板３２、３２の中間の螺孔３２４、３２４に連結
金具４０を介して側板３２、３２間に架設されるものであって、横長板状に形成され、両
端部には、側板３２と同様に連結金具４０の締結部材４０１、４０１が取り付けられてお
り、両端面にも側板３２と同様に締結部材４０１に対応して連結孔が設けられている。
【００３１】
左右の側板３２、３２と上下小背板３３、３３と中間小背板３４によって小収納部３００
が形成され、小収納部３００は、平面視において、左右の側板３２、３２の外側間寸法が
書棚天板３０の間口方向と直行する方向の奥行き寸法より若干小さくなるように上小背板
３３、中間小背板３４の左右方向の幅寸法が設定されている。
そして、側板３２の奥行き寸法は、前述のとおり、書棚天板３０の奥行き寸法より若干小
さい奥行き寸法に設定されているため、小収納部３００は、平面視において、略正方形を
成している。
小収納部３００の中間小背板３４の対向面側の開放面は、収納部の出し入れ口となる小収
納部開口部３００ａとされる。
【００３２】
上下大背板３５は、上下で同じものを使用するため、上部側で使用されるもののみを詳述
する。
上大背板３５は、一対に配置される側板３２、３２の上下の螺孔３２３、３２３に連結金
具４０を介して側板３２、３２間に架設されるものであって、横長板状に形成され、両端
部には、側板３２と同様に連結金具４０の締結部材４０１、４０１が取り付けられており
、両端面にも側板３２と同様に締結部材４０１に対応して連結孔が設けられている。
【００３３】
そして、上大背板３５の上面の中間部と中間部から左右に等間隔離間し、切り欠き３５１
、３１、３５１が設けられている。切り欠き３５１は、机１と書棚３を連結する転倒防止
連結金具７０の逃がし孔であるので転倒防止連結金具７０を使用しない場合においては不
用である。
上大背板３５は、側板３２、３２の上下で反転して対向して配置されるため、左右方向に
対称に形成されている。
このように、上下で同じ背板を使用することにより、部材の種類が減り、部材製作時間が
短く済みコストダウンが図れ、書棚を組み替える場合において、部材を確認する手間が省
け組み立てがし易いのは上小背板３３と同じである。
【００３４】
中間大背板３６は、一対に配置される側板３２、３２の中間の螺孔３２４、３２４に連結
金具４０を介して側板３２、３２間に架設されるものであって、横長板状に形成され、両
端部には、側板３２と同様に連結金具４０の締結部材４０１、４０１が取り付けられてお
り、両端面にも側板３２と同様に締結部材４０１に対応して連結孔が設けられている。
【００３５】
左右の側板３２、３２と上下大背板３５、３５と中間大背板３６によって大収納部３０１
が形成され、大収納部３０１は、平面視において、左右の側板３２、３２の外側間寸法が
書棚天板３０の間口方向寸法から、前記小収納部３００の幅分を省いた寸法より若干小さ
く横長長方形を成している。大収納部３０１の中間大背板３６の対向面側の開放面は、収
納部の出し入れ口となる大収納部開口部３０１ａとされる。
【００３６】
このように構成されたベース体３１と側板３２、書棚天板３０と側板３２、上下小背板３
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３、３３と側板３２、中間小背板３４と側板３２、上下大背板３５、３５と側板３２、中
間大背板３６と側板３２とは、それぞれ連結金具４０にて着脱自在かつ不動に連結されて
いる。
小棚板３７、大棚板３８は、棚受け３７１に載置されており、特段連結されていないが、
複数個設けられた支持孔３２５に合わせて、上下方向に高さ調節可能に配置されている。
【００３７】
  連結金具４０について、図１２に基づき詳述する。
連結金具４０は、連結ピン４０２と、円柱状の締結金具４０１とからなるもので、連結ピ
ン４０２の一端部が雄ねじ部４０３とされ、他端部には小径軸部４０４、小径軸部４０４
の先端には大径頭部４０５が一体的に形成されている。
  締結金具４０１は、前記大径頭部４０５が係合する係合溝孔４０６と、小径軸部４０４
が摺動可能に嵌合される溝幅の小さな円弧状のガイド溝４０７とが、互いに連通するよう
にして円周方向に向かって形成され、平面部には、ドライバーなどで締結金具４０１を回
転させる回転溝４０８が形成されている。
このような連結金具は公知技術である（例えば特許第５３３６１２９号に記載されている
ノックダウン金具５）。
【００３８】
 書棚天板３０と側板３２を連結するには、書棚天板３０の下面に設けられた螺孔５０に
、連結ピン４０２の雄ねじ部４０３を螺合させて取り付ける。
そして、該連結ピン４０２の大径頭部４０５側を側板３２の上面の連結孔３２２に差込む
。このとき、連結ピン４０２の小径軸部４０４と大径頭部４０５を、連結金具４０のガイ
ド溝４０７と係合溝孔４０６とに嵌合する。
そして、連結金具４０を、回転溝４０８を使い工具などで回動させると連結ピン４０２と
連結金具４０とが互いに係合して、書棚天板３０と側板３２とが不動に連結される。
当然ながら、連結金具４０を、反対方向に回動させると連結ピン４０２は係合状態を解除
され、書棚天板３０と側板３は分割される。
【００３９】
  ベース体３１と側板３２、上下小背板３３、３３と側板３２、中間小背板３４と側板３
２、上下大背板３５、３５と側板３２、中間大背板３６と側板３２の連結においても同様
の連結金具４０を用いて同様に連結される。
【００４０】
本発明は上記の如く構成され、書棚３は、次のように組み立てられる。
まず、側板２に、上下小背板３３、３３、中間小背板３４の一端部を、連結金具４０を使
用して連結し、他方端側に同じく連結金具４０を使用して他の側板２を連結する。このよ
うにして小収納部３００を構成し、この小収納部３００をベース体３１の底板３１１上に
載置し、連結金具４０を使用して小収納部３００とベース体３１連結する。
【００４１】
次に、側板２に、上下大背板３５、３５、中間大背板３６の一端部を、連結金具４０を使
用して連結し、他方端側に同じく連結金具４０を使用して他の側板２を連結する。このよ
うにして大収納部３０１を構成し、この大収納部３０１をベース体３１の底板３１１上に
載置し、連結金具４０を使用して大収納部３０１とベース体３１連結する。
【００４２】
このように組み立てられた小収納部３００と大収納部３０１の上面に書棚天板３０を載置
し、連結金具４０にて小収納部３００と書棚天板３０、大収納部３０１と書棚天板３０を
連結し書棚３は組み立てられる。
【００４３】
書棚３の小収納部３００、使用用途に応じて、開口部３００ａの向きを前面向き、外側向
き、背面向きに変更できるが、開口部３００ａの向きを変更するには、まず、開口部３０
００ａが正面を向いた小収納部３００と書棚天板３０、大収納部３０１と書棚天板３０を
連結している連結金具４０の係合状態を解除し、書棚天板３０を取外す。
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次に、小収納部３００とベース体３１を連結している連結金具４０の係合状態を解除し、
小収納３００を取り外す。
【００４４】
この状態で、底板３１１に取り付けられている連結ピン４０２は、螺孔６０ａ、６０ｂ、
６０ｇ、６０ｈに位置している。
そして、これらの連結ピン４０２を螺孔６０ｃ、６０ｅ、６０ｄ、６０ｆに移設する。
小収納部３００をこれら連結ピン４０２の位置にあわせて（平面視で右に９０度回転）再
度連結固定する。
この時、螺孔６０ｃの連結ピン４０２が右側の側板３２の前部の連結孔３２２に差し込ま
れ、６０ｅの連結ピン４０２が右側の側板３２の後部の連結孔３２２に差し込まれ、螺孔
６０ｄの連結ピン４０２が左側の側板３２の前部の連結孔３２２に差し込まれ、６０ｆの
連結ピン４０２が左側の側板３２の後部の連結孔３２２に差し込まれるので、開口部３０
０ａは書棚３の外側を向くことになる。
同様に、書棚天板３０に取り付けられている連結ピン４０２を、螺孔５０ａ、５０ｂ、５
０ｇ、５０ｈから螺孔５０ｃ、５０ｅ、５０ｄ、５０ｆに移設した上で書棚天板３０を上
部から被せて連結固定すると開口部３００ａの向きの変更が完了する。
【００４５】
開口部３００ａを背面側に向ける場合は、連結ピン４０２を螺孔螺孔６０ａ、６０ｂ、６
０ｇ、６０ｈに戻し、小収納部３００をさらに平面視で右に９０度回転させ、再度連結固
定する。
同様に、書棚天板３０に取り付けられている連結ピン４０２を螺孔５０ｃ、５０ｅ、５０
ｄ、５０ｆから螺孔５０ａ、５０ｂ、５０ｇ、５０ｈに戻し、書棚天板３０を上部から被
せて連結固定すると開口部３００ａの向きの変更が完了する。
【００４６】
螺孔６０は、図１４に示すように、書棚の前面側、側面側、背面側でＡ寸法、Ｂ寸法を揃
えているので、小収納部３００の回転が容易である。
このように、小収納部３００は、開口部３００ａを書棚３の正面側、外面側、背面側の３
つの体系に変更させることができる。
【００４７】
大収納部３０１の開口部３０１ａの向き変更も、小収納部３００の向き変更と同様に、側
板３２と書棚天板３０、側板３２と底板３１１を連結している連結金具４０の係合状態を
解除し、大収納部３０１の開口部３０１ａ向きを背面側に向けて、底板３１１と側板３２
、側板３２と書棚天板３０を再度連結固定すると完了する。
大収納部３０１を連結する書棚天板３０、底板３１１の螺孔５０、６０は、開口部３０１
ａの向きが前面側の場合と背面側の場合とで同じ位置であるので、連結ピン４０２を移設
する必要なない。
大収納部３０１は、開口部３０１ａを書棚３の正面側、背面側の２つの体系に変更させる
ことができる。
【００４８】
書棚天板３０は図１３に示す一点鎖線（ａ－ａ）を中心に上下に対称とされ、底板３１１
を含めベース体３１は、図１４に示す一点鎖線（ａ－ａ）を中心に上下に対称とされ、す
なわち、書棚天板３０、ベース体３１は前後方向で対称形であるから、小収納部３００と
大収納部３０１のそれぞれの開口部を前面向きの場合と背面向き場合とは、対称形となる
ので、書棚３を机１の左右いずれかの側方に配置する場合においても、書棚３は、小収納
部３００と大収納部３０１のそれぞれの開口部を前面向きの場合と背面向き場合で組み替
えることにより左右用で兼用することができる。
【００４９】
また、小収納部３００と大収納部３０１の上板は、書棚天板３０を共用して使用し、小収
納部３００と大収納部３０１の底板は、底板３１１を共用して使用するので、部品点数が
少なくなるばかりでなく、小収納部３００と大収納部３０１は、書棚天板３０、底板３１
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１で連結状態となるので、小収納部３００と大収納部３０１同士を側板３２の側面に貫通
孔を設けてネジなどで連結する必要がなく、側板３２の外側に露呈する側面にネジ孔など
がなく見栄えがよい。さらに、書棚天板３０が一体的で接ぎ目もないため、机の拡張天板
としての使い勝手も優れる。
【００５０】
転倒防止連結金具７０は、鋼板製であって、図１５に示すように、長方形板状の連結基材
７０１と連結基材７０１の短辺の一方端から垂下する連結座７０２と、他方端からやや下
向きに傾斜する案内辺７０３と、連結基材７０１の長辺の両端から垂下する補強辺７０４
、７０４からなり略Ｌ字状に形成されたものである。
【００５１】
転倒防止連結金具７０は、机１と書棚３を連結するためのものであり、主に書棚３の転倒
を防止するものである。
使用方法としては、連結座７０２と机１の側面（脚や天板本体の側面など）を、連結座７
０２に設けられた孔と、机１の側面に設けられた螺孔を使いネジにて固定する。
そして、連結基材７の上面に書棚天板３０の下面を載置し、連結基材７に設けられた孔と
、書棚天板３０の下面に適宜（図示せず）設けられた螺孔を使いネジにて固定し、机１と
書棚３は連結される。
この時、案内辺７０３が斜め下に向かって傾斜しているので、転倒防止連結金具７０の突
出側から書棚３を所定の位置に配置するときに、連結基材７０１の端面と書棚が引っかか
ることを防止することができる。
尚、連結基材７に孔が複数個設けられているのは、机と書棚の配置によって異なってくる
螺孔の位置に対応するためである。
【００５２】
図１６は、書棚３の小開口部３００を外側（書棚の背面）に向けて、左側脚体を外した机
１の左側面に配置した状態の断面部分拡大図であるが、このように、机１の側方部に書棚
３を配置する場合に、書棚側の机の脚体２を外して、机１にかかる荷重を書棚３で受ける
ことによって、書棚３の収納部の正面側の障害物を省き、書棚の使い勝手を向上させるこ
とあるが、この場合において、転倒防止連結金具７０は、机補強金具としても使用される
。
机１の書棚側の荷重の大部分は、転倒防止連結金具７０の連結基材７が受け持つので、連
結基材７の補強ため、長辺補強辺７０４が形成されている。
当然ながら、机１の脚体２を取り外さずに書棚３を配置することも出来る。
【００５３】
図１７は、机１の天板１１の後端に拡張天板２００を連結したものと書棚３を組み合わせ
たものであり、本発明の机と書棚は、拡張天板の有無に関係なく組み合わせを行うことが
できる。また、図１８は、書棚３の上部に上部書棚３ａを連結載置したものであって、こ
のように書棚を２段重ねに配置しても、本発明の机と書棚は、前述のように組み合わせを
行うことができる。
尚、小収納部、大収納部の開口部は収納部の出し入れ口であるから、開口部には開閉自在
の扉を設けてもよい。
【００５４】
本発明品での机１と書棚３の組み合わせ方法は、図１９～図２１に示すように多彩な配置
が可能である。図１９～図２１における矢印は、小収納部３００の開口部３００ａ、大収
納部と３０１の機ａ後部３００ａの向きを示しており、図１９は、机１の後方に書棚３を
配置した体系を示しており、基本的に机１と書棚３は転倒防止連結金具７０で連結されて
いる。図２０は、机１の右側方に書棚３を配置した体系を示しており、開口部３０１ａが
内側を向く体系である。図２１は、同じく机１の右側方に書棚３を配置した体系を示して
おり、開口部３０１ａが外側を向く体系である。
机１の左側方に書棚３を配置した体系は、図２０、図２１の体系の対称形となり、図２２
、図２３に示すようになる。
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【００５５】
このように、収納部の開口部の向きを変更することにより一種類の書棚で様々な机との組
み合わせが可能なので、組み合わせデスクを配置する部屋のレイアウトに合わせて使い勝
手のよい組み合わせを提供できる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
以上のように、本発明は、書棚に大収納部と小収納部を設け、それぞれの収納部の開口方
向を変更できるので、机と書棚の組合せパターンを多彩にすることができ、組み合わせデ
スクを設置する部屋のレイアウトに合わせて、使い勝手のよい机と書棚の組み合わせが可
能であるから、家庭等の勉強部屋や書斎等の執務空間で広く利用することができる。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　　　　　　机
１０　　　　　　　天板本体部
１１　　　　　　　天板
２　　　　　　　　左右脚体
２００　　　　　　拡張天板　
３　　　　　　　　書棚
３０　　　　　　　書棚天板
３１　　　　　　　ベース体
３２　　　　　　　側板
３３　　　　　　　小背板
３５　　　　　　　大背板
３００　　　　　　小収納部
３０１ａ　　　　　開口部
３０１　　　　　　大収納部
３０１ａ　　　　　開口部
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